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実証名：SNS上に関連した犯罪から⼦どもたちを守りたい！AIを活⽤したサイバーパトロール

実証の背景
SNS上に書き込まれた違法・有害情報が
多くあり、サイバーパトロールを⾏っている

想定する実証実験
AIを利⽤した検索ツールで、
対象となる書き込みを効率よく発⾒
できるかどうかを検証する

実証の⽬的
AI等を活⽤したシステムを活⽤することで
より効率的なサイバーパトロールを
⾏えるか検証する

今後の展開等
実証の結果、有⽤と結果が出るようであれば
本導⼊を進めていきたい

実証の背景・⽬的と解決する課題



キーワード設定を⾏い情報を抽出 結果に対する解析を⾏い
情報が取得できているか確認する。

キーワードによる検索、解析を繰り返し、県警本部として必要な情報が取得
できるかどうかを実証実験を⾏います。

検索（キーワードによる抽出） 結果に対する情報の確認

本実証実験の概要・課題の解決⽅法

3

除外キーワードを設定し再度検索

再度キーワード設定を⾏い
情報を検出

※上記サイクルを繰り返し、最終的に本実証で取り組みたい情報を取得できるかどうかを検証します。



モックアップ画⾯

解析の結果、該当すると思われる
投稿を表⽰します。

投稿について○（必要）、△（要検討）、
✕（不要）と⼊⼒できます。

利⽤者側で抽出された投稿についてメモや情報の必要性、
また取得データの出⼒が⾏える画⾯のモックアップも作成します。



実証の結果

1回⽬概要
・県警よりキーワードをいただく
※およそ90件のキーワード
・⼟曜⽇、⽇曜⽇の2⽇間のデータを抽出

本実証期間に2回のキーワード解析を⾏い、結果について検証した

2回⽬概要
・前回よりもキーワードを減らして実施
※普段県警で⾏っている内容で実施
・⼟曜⽇、⽇曜⽇の2⽇間のデータを抽出

① 毎回⾮常にノイズとなる投稿が多い※毎回数万件の投稿が収集さ
れるが実際に必要と思われる投稿は数⼗件

② 普段利⽤しているキーワードのほうが精度が⾼い情報が出やすい
③ 継続して社内でデータ収集していたが、週末の投稿件数が⾮常に
多い傾向がある



課題と精度向上、今後の展開に向けて

課題
・精度検証が⼗分でない
・様々な投稿のデータが必要
・精度向上のためのデータ量
が⾜りない

今後に向けて

・必要なデータを⾃動的に取得し、表⽰をする。
データ化して可視化させる
・他県警による注意喚起等を⾏っている投稿を表⽰・⾮表⽰機能の追加
・新しい隠語等⾃動対応できるようにする

他領域へ展開する場合の課題

SNS解析における情報収集料⾦（API）の費⽤、サーバー等の維持管理費が⾮常に⾼額化している

世界的な値上げによりサービス提供のサーバーやAI学習にかかる費⽤も⾼額化しているため、
ある程度の顧客が⾒込める内容でないと⾮常に展開が難しい。
※展開ができないわけではないが、1ユーザーのみだと費⽤が⾼額化していくため、
費⽤対効果が微妙になる。
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参考資料

Specteeの紹介とメディア掲載について

⼈⼯知能
(AI)
ビッグ
データ

災害対策
危機管理
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